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打ち合わせる社協や事業所のメンバー

三城田町内会の敬老祝賀会（９月 16日）

福
祉
の
ま
ち
相
互
理
解
を

〜
新
庁
舎
で
フ
ェ
ス
タ 

11
月
24
日
開
催

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク 
と
も
」か
ら

沼
田
の
お
宝
発
見

　
財
政
健
全
化
に
第
一
歩

　

伴
社
協
は
六
月
一
日
、
評
議
員
会

を
開
き
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
予

算
を
決
め
ま
し
た
。
善
意
銀
行
か
ら

繰
り
入
れ
廃
止
と
事
業
見
直
し
を
受

け
、
総
額
は
前
年
度
実
績
よ
り
６
２

万
４
４
８
８
円
減
の
２
８
６
万
８
５

２
９
円
と
し
ま
し
た
。

　

支
出
面
で
は
、
各
部
事
業
予
算
の

二
〇
％
減
を
掲
げ
ま
し
た
。
団
体
助

成
金
（
２
３
万
３
０
０
０
円
）
は
「
み

ん
な
の
善
意
銀
行
」
の
特
別
会
計
に

移
し
ま
し
た
。

　

収
入
面
で
は
、
町
民
（
三
千
四
十

八
世
帯
）
が
町
内
会
経
由
で
社
協
に

納
め
る
会
費
（
一
世
帯
当
た
り
二
百

円
）
は
全
体
の
二
割
余
。
特
別
会
計

繰
り
入
れ
額
は
本
年
度
一
三
・
九
％

へ
依
存
比
率
を
半
減
さ
せ
ま
し
た
。

　

伴
晴
英
会
長
は
「
各
部
会
が
見
直

し
の
先
頭
に
立
っ
た
。
基
盤
強
化
に

み
な
さ
ん
の
理
解
を
お
願
い
し
た
い
」

と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

事
業
・
助
成
金
６
件
見
直
し

　

伴
社
協
は
、
超
高
齢
社
会
へ
の
対

応
や
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
事

業
・
助
成
金
等
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
に
経
費
節
減
を
決
め
た
六
項

目
は
次
の
通
り
で
す
。
各
種
団
体
助

成
金
の
見
直
し
は
来
年
度
の
検
討
と

し
ま
し
た
。

▽
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
会
廃
止

　
↓
サ
ロ
ン
に
併
合
す
る

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
弁
当
代
補
助
金

　
＝
参
加
者
が
負
担
す
る

▽
敬
老
会
へ
の
参
加
者
補
助
金

　
＝
百
円
減
額

　
　（
対
象
者
一
人
五
百
円
↓
四
百
円
）

▽
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
者
補
助
金

　
＝
百
円
減
額

　
　（
対
象
者
一
人
二
百
円
↓
百
円
）

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
会
補
助
金

　
＝
対
象
を
子
ど
も
と
高
齢
者
に
絞
る

▽
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
参
加
者
補
助
金

　
＝
対
象
を
子
ど
も
に
絞
る

　

お
年
寄
り
の
交
流
拠
点
の
一
つ
の

サ
ロ
ン
や
敬
老
会
に
つ
い
て
は
補
助

金
額
の
増
大
に
合
わ
せ
た
措
置
で
す
。

サ
ロ
ン
は
、
今
後
も
充
実
さ
せ
た
い

活
動
と
し
て
現
在
六
カ
所
の
会
場
の

増
加
に
努
め
ま
す
。

（
高
齢
者
福
祉
部
会
　
伊
藤
修
太
部
長
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沼
田
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
「
沼
田
の
お
宝
発
見
」
散
策

ツ
ア
ー
を
始
め
ま
し
た（
写
真
）。
ア

　

伴
社
協
は
十
一
月
二
十
四
日
、沼
田

合
同
庁
舎
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
で「
と
も

福
祉
フ
ェ
ス
タ
」を
開
き
ま
す
。地
域

の
障
が
い
者
福
祉
施
設
を
紹
介
し「
福

祉
の
伴
づ
く
り
元
年
」の
新
た
な
取
り

組
み
と
し
ま
す
。

　
「
太
田
川
学
園
」「
工
房
と
も
」「
ひ
だ

ま
り
の
家
」「
ど
ん
ぐ
り
作
業
所
」な
ど

の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を

予
定
。フ
ェ
ス
タ
は
、各
ブ
ー
ス
を
設

け
、就
労
・
生
活
支
援
な
ど
活
動
を
紹

介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

当
日
は
、沼
田
公
民
館
で
障
が
い
者

の
社
会
参
加
を
進
め
る「
安
佐
南
区
音

楽
交
流
会
」も
開
催
さ
れ
ま
す
。安
佐

南
区
社
協
、障
が
い
者
支
援
事
業
所
や

自
立
支
援
団
体
、大
学
生
た
ち
が
参
加

し
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
地
域
の
人
の

触
れ
合
い
で
相
互
理
解
を
深
め
る
―

フ
ェ
ス
タ
と
同
じ
趣
旨
か
ら
音
楽
交

流
会
と
連
携
し
、相
談
コ
ー
ナ
ー
も
共

同
で
開
設
。交
流
ス
ペ
ー
ス
の
展
示
は

一
週
間
程
度
を
予
定
し
ま
す
。

　

三
月
、福
祉
の
伴
づ
く
り
に
住
民
主

体
の
取
り
組
み
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
き
ま
し
た
。新
庁
舎「
火

山
館
」の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
す
る

福
祉
フ
ェ
ス
タ
は
、そ
の
提
案
を
受
け

て
企
画
し
ま
す
。

（
障
が
い
者
福
祉
部
会
　
石
富
三
弘
部
長
）

サ
ロ
ン
で
認
知
症
学
ぶ

　

沼
田
老
人
い
こ
い
の
家
サ
ロ
ン
は

八
月
十
八
日
、三
十
周
年
を
迎
え
た
共

立
病
院
沼
田
診
療
所
の
西
原
一
樹
所

長（
写
真
）が
講
演
し
ま
し
た
。四
十
人

が
参
加
し
、認
知
症
を
予
防
す
る
周
り

の
接
し
方
を
学
び
ま
し
た
。

（
総
務
部
会
　
大
津
信
之
部
長
）

福
祉
の
担
い
手
連
携

　

福
祉
委
員
研
修
会
が
八
月
一
日
開

か
れ
、民
生
委
員
児
童
委
員
や
町
内
会

長
、社
協
メ
ン
バ
ー
ら
五
十
二
人
が
参

加
し
ま
し
た
。広
島
修
道
大
の
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
Ｂ
・
ク
リ
ア
リ
ー
教
授（
写
真
右

端
）を
講
師
に
招
き
、一
年
間
の
活
動

に
連
携
を
強
め
ま
し
た
。

（
福
祉
委
員
部
会
　
有
馬
義
憲
部
長
）

　

七
月
十
三
日
、会
員
登
録
者
連
絡
会

を
開
き
、戸
山
・
伴
・
大
塚
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
小
田
尚
社
会
福
祉
士

を
講
師
に
共
生
社
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
役
割
を
学
び
ま
し
た（
写
真
）。お

年
寄
り
の
地
域
で
の
支
え
合
い
に
①

訪
問
作
業
支
援
②
サ
ロ
ン
の
お
手
伝

い
③
伴
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
を
三
本
柱

に
百
余
人
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

＊
連
絡
先
は
老
人
い
こ
い
の
家

　

電
話
八
四
八
―
三
二
七
七

（
上
野
昭
司
事
務
局
長
）

ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
駅
を
出
発
点
に
四

コ
ー
ス
を
用
意
。
ツ
ア
ー
実
施
の
前
月
、

沼
田
公
民
館
だ
よ
り
で
参
加
者
（
定

員
十
五
人
）
を
募
集
。
三
時
間
歩
い

て
郷
土
愛
を
育
む
企
画
が
好
評
で
す
。

　

大
原
地
区
の
活
き
活
き
サ
ロ

ン
は
昨
年
四
月
、
老
人
い
こ
い

の
家
で
始
め
ま
し
た
。
ア
ス
ト

ラ
ム
ラ
イ
ン
で
分
断
さ
れ
た
近

隣
づ
き
あ
い
が
復
活
。
六
月
は

「
う
ん
ち
」
の
健
康
教
室
が
好
評

で
し
た
。

　

第
二
木
曜
日
午
後
１
時
半
。


